






































































































































































































































































































お わ り に
私たちは，普通「私は私である」ということを自明の事実と考えている。そして，近代の意識哲学も，
同じように考えて，「私は私である」ということを哲学の出発点に立てた。しかし，ヘーゲルに言わせ
れば，この「私は私である」は運動を欠いた同語反復であるにすぎず，これだけでは私という自己意識
について何も語ったことにはならない。その意味で，私はそのまま私であるのではない。むしろ，「私
は私であって，私ではない」という「流動性」，ヘーゲルのいわゆる「無限性」こそ，自己意識の実相
なのである。
では，この「私ではない」とはどういうことなのであろうか。ヘーゲルが取り上げているように，私
が「私が私である」ということを実感できる瞬間の一つが，欲望が充足されたときである。だが，例え
ば食欲という欲望を充足するには，食物という他なるものを必要とする。また，この欲望充足は，大局
的な観点から見直してみるならば，私もその一部である生命活動の一環であることが明らかになる。つ
まり，私が私であるためには，私ではない他なるものが必要であるだけではない。私が私であることは，
私であって私ではない生命の活動にほかならないというわけである。
もとより，コジェーヴが強調しているように（7），ヘーゲルの唱える欲望は生命活動のレベルにとどま
るものではない。人間は，生命活動のレベルを超えて，他者に欲せられることを欲する，言い換えれば，
他者に承認されることを欲する。つまり，承認されるとは，コジェーヴによれば，欲するに値するもの
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として欲せられるということである。しかし，ということは，ヘーゲルの相互承認も，ただお互いが欲
し，欲せられるというだけのことではなく，お互いが欲するに値するものを求め合い，何が欲するに値
するものであるかについて一定の合意を目指すものであるということである。つまり，自己意識は他者
を媒辞とする自己関係であり，そこでの自他関係に何が欲するに値し，何が欲するに値しないかという
ことに関する価値評価が絡んでくるが，それはこの私の自己意識の自己関係自身が一定の評価規準とい
う意味での規範を前提としているということなのである。
つまり，ヘーゲルの相互承認は，むきだしの自己意識とむきだしの自己意識とが向き合い，お互いが
お互い同士を認め合うということではない。自己意識はあらかじめ何らかの規範にコミットしており，
相互に承認し合うとは，お互いがお互い同士を認め合うだけではなく，認め合う理由であり，根拠であ
る何らかの規範を認め合うということなのでもある。
したがって，相互承認は「B．自己意識」ではまだ成立せず，その成立は規範の諸相を取り扱う「C．
（BB）精神」章の最終部分である「良心」を俟たなければならない（8）。
（1） ヘーゲル『精神の現象学』からの引用は，G.W.F.HegelWerkeinzwanzigBanden,Bd.3,Suhrkamp
Verlag,FrankfurtamMain,1970による。また，引用箇所についてはそのページ数だけを記した。
（2） カント『純粋理性批判』，I.Kant,KritikderreinenVernunft,B.S.197
（3） ヘーゲル『信と知』，G.W.F.HegelWerkeinzwanzigBanden,Bd.2,SuhrkampVerlag,Frankfurtam
Main,1970.S.306
（4） カント『純粋理性批判』，I.Kant,KritikderreinenVernunft,B.S.82
（5） 同上，A.S.109
（6） RobertB.Pippin,HegelonSelf-consciousness,DesireandDeathinthePhenomenologyofSpirit,Prince-
tonUniversityPress,2011.p.74
（7） アレクサンドル・コジェーヴ『ヘーゲル読解入門 精神現象学を読む』（上妻精，今野雅方訳，国文社，
1987）16ページ参照。
（8） これについては，以下の拙稿を参照。「『良心』論の意味するもの」（『理想』第605号，1987）
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Hegel・sTheoryofSelf-Consciousness
TsutomuHOSHINO
Abstract
Hegel・s・PhenomenologyofSprit・（1807）wascaleda・scienceoftheexperienceofthecon-
sciousness・atfirst.Howeverwewouldmisunderstandthetruemeaningofitifweinferredfrom
thisfactthatitwouldgowiththestreamofmodernconsciousnessphilosophies,whichhadbeen
inheritedfromDescartestoKant.InthispaperIwouldliketocorrectthismisunderstandingand
topointouttherealuniquenessandsignificanceofHegel・s・self-consciousness・bymakingstrict
interpretationof・BChapter,Self-Consciousness・,whichHegelhimselfpointedtoasitsturning
point.
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